旗多様体のトーラス軌道の閉包とワイル群上の距離 (変換群論とその応用) by 桝田, 幹也
Title旗多様体のトーラス軌道の閉包とワイル群上の距離 (変換群論とその応用)
Author(s)桝田, 幹也












d(u, v) := C(u―1v) u,v E 6n 
により，距離dが定まる．ここでC(w)(w E 6n)は， wを順列として表したときの転位
数（または転倒数）で， wの長さと呼ばれている．このとき， 6nの部分集合Aで
各uE 6nに対して， d(u,a)= d(u,A)を満たすAの元aが唯一つある
という性質を満たすものが，旗多様体の<C*トーラス軌道の閉包の不動点集合として得
られる．また， uに対して上記の性質を満たすaを代数的に求めるアルゴリズムがある．





Permn-1 := {(w(l), .. , w(n)) E町 IWE 6n}の凸包

















このように， wE 6nに置換多面体Permn-1の頂点(w―1(1),.. ,w―l(n))を対応させ
ると， dはPermn-1の1辺の長さを 1と思ったグラフ距離と解釈できる．
例.U = 2413, V = 4312とすると， U―1v= 2431なので， d(u,v) = 4. 一方
















補題2.1.μ(w) = (w―1(1), .. ,w―l(n)). さらに， 2頂点μ(u)とμ(v)がPermnの辺で結
ばれるための必要十分条件は， V= USiとなる互換Si=(i, i + 1)が存在すること，言い





C(u) :={(xi, .. , Xn) E宜=Hom(C*, T) I Xu(l) < Xu(2) <・ ・ ・< Xu(n)} 





面体である.u E 6nに対して入 EC(u)を任意にとり，
u := lim入(t)yE yT C 6n 
t→O 
を見る. iは入の取り方には依らずuのみによるので， Retgy(u):= fiと定めて写像
Retgy: 6n→ yT C 6n 
を得る.RetgyはYR上恒等写像であることが簡単に分かり，これを幾何的レトラクショ
ンと呼ぶ幾何的レトラクションは次の意味をもっ．








げ={2134, 2143, 4123, 4132} (下圏参照）
とする．このとき， k=l,2,3に対して，それぞれの置換において左から K個の数を選
んだ集合Jkを考える．
J1 = {2, 4}, J2 = {21, 41 }, J3 = {213, 214, 412, 413}. 
ここで，例えばu= 1342が与えられたとすると， uの数を左から順に 1,3,4,2と見て
行って，最初にみに入っているものを探す．今の場合， 4である．次に，みに入って
いる 4?なる数？を u= 1342において左か順に見て行って探すと，最初に出てくる？は
1なので41を得る．次に， J3に入っている 41?なる数？を u= 1342を左から順に見て
行って探すと，最初に出てくる？は3なので413を得る．残るは2しかないので，最終
的に 4132を得る．つまり
J1 -v-+ 4, J2 -v-+ 41, J3 -v-+ 413 




Reta A: 6n→ Ac6n 
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